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会
の
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
首
都
圏
の
関
東
大
震
災
１

０
０
年
｜

博
物
館
の
企
画
展

示
事
業
を
中
心
に
｜
」
が
９

月
14
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
た
。
震
災
発
生

か
ら
１
０
０
年
と
な
っ
た
２

０
２
３
年
に
、
首
都
圏
の
博

物
館
で
実
施
さ
れ
た
さ
ま
ざ

ま
な
企
画
展
示
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
今
後
の
情
報
発

信
の
仕
方
や
資
料
の
発
掘
・

保
存
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

本
学
か
ら
は
、
大
学
史
資
料

室
の
瀬
戸
口
龍
一
室
長
と
、

坂
誥
智
美
法
学
部
教
授
、
佐

藤
慶
一
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報

学
部
教
授
が
報
告
し
た
。

　
昨
年
、
全
国
で
２
２
６
の

関
東
大
震
災
関
連
企
画
展
示

が
実
施
さ
れ
た
。
新
た
な
資

料
の
発
掘
や
、
既
存
資
料
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
、
災

害
史
研
究
家
の
北
原
糸
子
さ

ん
が
基
調
報
告
を
行
っ
た
。

　
事
例
報
告
で
は
、
東
京
・

神
奈
川
・
埼
玉
・
千
葉
の
博

物
館
で
開
催
さ
れ
た
企
画
展

示
の
概
要
が
紹
介
さ
れ
た
。

本
学
の
瀬
戸
口
室
長
と
坂
誥

教
授
は
、
昨
年
、
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
実
施
し
た
企
画
展

「
関
東
大
震
災
と
専
修
大
学
」

に
つ
い
て
報
告
。
坂
誥
教
授

は
「
震
災
後
の
訴
訟
な
ど
、

法
律
の
視
点
か
ら
関
東
大
震

災
を
振
り
返
る
珍
し
い
展
示

と
な
っ
た
」
と
述
べ
、
学
生

か
ら
の
反
響
な
ど
を
伝
え

た
。

　
佐
藤
教
授
は
「
災
害
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
質
的
デ

ー
タ
分
析
技
術
の
活
用
」
を

テ
ー
マ
に
発
表
。
東
日
本
大

震
災
10
年
を
過
ぎ
て
閉
鎖
さ

れ
た
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
が
出

て
き
て
い
る
こ
と
や
、「
日
本

災
害
Ｄ
Ｉ
Ｇ
Ｉ

Ｔ
Ａ
Ｌ
ア
ー
カ

イ
ブ
」
の
活
用

事
例
を
紹
介
し

た
。
ま
た
、「
全

国
で
開
催
さ
れ

た
２
２
６
の
企

画
展
を
す
べ
て

見
る
こ
と
は
難

し
い
が
、
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
化
す
る
こ
と

で

可

能

に

な

る
」と
述
べ
た
。

　
本
学
法
科
大
学
院
に
、
自

治
体
・
法
曹
界
・
産
業
界
の

連
携
強
化
を
目
的
と
し
た
公

共
政
策
法
務
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
を
記

念
し
た
講
演
会
「
公
共
政
策

法
務
の
最
前
線
」
が
９
月
17

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

か
れ
た
。
弁
護
士
と
し
て
も

活
躍
す
る
大
島
義
則
法
科
大

学
院
教
授
が
講
師
を
務
め
、

公
共
政
策
法
務
の
概
念
や
展

望
を
論
じ
た
。

　
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

は
、
文
部
科
学
省
の
法
科
大

学
院
機
能
強
化
構
想
に
基
づ

い
た
取
り
組
み
の
一
環
で
、

本
学
法
科
大
学
院
を
要
と
し

た
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
を
目
指
す
。
橋
本
正

博
法
科
大
学
院
長
は
「
講
演

会
を
核
に
、
学
生
を
巻
き
込

ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
想
定

し
て
い
る
。〝
学
問
研
究
の

府
〞
を
自
負
す
る
大
学
が
、

こ
の
よ
う
な
場
を
用
意
す
る

こ
と
で
、
自
由
闊
達
な
議
論

の
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
本
学
な
ら
で
は
の
特

色
を
打
ち
出
す
こ
と
に
も
な

る
」と
設
立
意
図
を
語
っ
た
。

　
大
島
教
授
は
、「
公
共
政
策

法
務
は
ま
だ
成
熟
し
た
概
念

で
は
な
く
、
公
共
訴
訟
や
ル

ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ
を
行
っ
て

い
る
弁
護
士
・
団
体
を
つ
な

ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要

だ
」
と
話
す
。

　
講
演
で
は
、
個
人
情
報
保

護
法
制
に
お
け
る
日
本
の
公

共
政
策
の
展
開
に
つ
い
て
、

実
際
に
起
こ
っ
て
い
る
訴
訟

を
例
に
解
説
し
た
。
ま
た
、

先
端
分
野
に
関
す
る
公
共
政

策
法
務
に
関
し

て
、

将

来

や

っ

て
く
る
可
能
性

の
あ
る
Ｉ
о
Ｂ

（Internet 
of 

Brains

）
の
世
界

を
見
据
え
た
、
脳

情
報
を
め
ぐ
る
政

策
動
向
や
研
究
状

況
に
つ
い
て
話
し

た
。

訃　
　

報

神
長
百
合
子
氏
（
か
み
な
が
・
ゆ

り
こ
）名
誉
教
授
・
元
法
学
部
教
授

　
７
月
22
日
、
80
歳
で
死
去
。
１

９
９
５
年
か
ら
２
０
１
４
年
ま
で

在
職
。
専
門
は
法
社
会
学
。

関
根
純
氏
（
せ
き
ね
・
じ
ゅ
ん
）

経
営
学
部
教
授

　
９
月
20
日
、
66
歳
で
死
去
。
２

０
１
０
年
入
職
。
専
門
は
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
。

神
と
人
と
言
葉
と

 

評
伝
・
立
花
隆

 

武
田
徹 

著

　
現
職
首
相
を
辞
任
に
追
い

込
ん
だ
『
田
中
角
栄
研
究
』

を
発
表
し
、
一
躍
時
代
の
寵

児
と
な
っ
た
立
花
隆
。
そ
ん

な
立
花
が
キ
リ
ス
ト
教
信
仰

と
詩
を
捨
て
て
い
た
こ
と
に

筆
者
は
注
目
す
る
。

　
学
士
入
学
し
た
二
度
目
の

東
大
時
代
に
出
会
い
、
強
い

影
響
を
受
け
た
と
立
花
が
し

ば
し
ば
語
っ
て
い
る
、
ウ
ィ

ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
『
論

理
哲
学
論
考
』
の
末
尾
に
は

「
語
り
得
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
沈
黙
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
自
制
を
促
す
言
葉

が
あ
る
。
両
親
に
教
え
ら
れ

た
信
仰
と
大
学
時
代
に
創
作

に
夢
中
に
な
っ
た
詩
は
、
い

ず
れ
も
「
語
り
得
な
い
」
領

域
に
触
れ
て
い
る
。だ
か
ら
、

そ
れ
ら
を
語
ら
ず
に
封
印
し

た
。
そ
の
禁
欲
が
彼
を
、
事

実
と
論
理
に
徹
底
的
に
こ
だ

わ
り
、
曖
昧
さ
を
排
し
た
文

体
を
駆
使
す
る
稀
代
の
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
た
ら
し
め
た
の

で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
う
し

た
仮
説
の
下
、「
知
の
巨
人
」

の
人
生
を
読
み
解
こ
う
と
試

み
た
一
冊
で
あ
る
。（
中
央

公
論
新
社
・
税
込
み
２
７
５

０
円
）

　
著
者
（
た
け
だ
・
と
お
る
）

文
学
部
教
授
。
メ
デ
ィ
ア
社

会
学
。

講演する大島教授

　社会知性開発研究センター／ソーシャル・ウェルビーイング研究拠点

（研究代表者：嶋根克己人間科学部教授）は、７月31日～８月２日、若手

研究者育成のための「Early-Career Researchers Workshop 2024」をモンゴル
で開催した。対面とオンラインを合わせて、日本及びアジア７カ国・地域

（タイ、インドネシア、フィリピン、ベトナム、モンゴル、韓国、台湾）

の研究者35人が参加した。

　７月31日・８月１日は、モンゴル国立大学をメイン会場として、ハイブ

リッド形式でのワークショップ・セミナー及びシンポジウムを開催。モン

ゴルの研究者

の講演、若手

研究者４グル

ープによる共

同研究の最終

報告・質疑応

答、気候変動

へのレジリエ

ンス、災害リ

スク軽減等に

焦点を当てた

研究発表等が行われた。１日のシンポジウムは一般公開され、42人が出席

した。当日は地元テレビ局複数社が取材に訪れ、関係者へのインタビュー

が行われた。

　１日午後は、住民の現

代的なライフスタイルや

モンゴルで進行中の社会

変革を考察するため、ウ

ランバートル市のゲル地

区を訪問した。２日は、

ウランバートル市外の遊

牧民のユニークな生活と

文化を探るため、伝統的

な住居ゲル（パオ）を訪問。その生活様式を体験し、意見交換を行った。

　同研究拠点の金井雅之人間科学部教授は「若手研究者育成プログラムの

集大成として、有意義なワークショップだった。研究成果の出版を引き続

き支援するとともに、各国間の人的ネットワークを生かし、国際舞台で活

躍し、アジアからの発信を強化してもらいたい」と話している。

初日のセミナーの参加者

ゲルが立ち並ぶモンゴルの草原を見学

研究センター
社社会知性開発会知性開発

ソーシャル・ウェルビーイング研究拠点

Early-Career Researchers Workshop

モンゴルでシンポジウム開催

法科大学院生ら多くの聴講者が来場し、関心の高さをうかがわせた

神
田
で
記
念
講
演
会

法
科
大
学
院

　
専
修
大
学
社
会
科
学
研
究

所
、
専
修
大
学
今
村
法
律
研

究
室
、
首
都
圏
形
成
史
研
究

公
共
政
策
法
務
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立

本学の企画展について説明する坂誥教授

データ収集と保存の重要性を訴えた佐藤教授

「
首
都
圏
の
関
東
大
震
災
100
年
」シ
ン
ポ

博物館展示や資料保存について議論

　
大
学
院
か
ら
知
を
発
信
す

る
専
修
大
学
大
学
院
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
２

０
２
４
年
度
大
学
院
公
開
講

座
」
が
10
月
４
日
か
ら
始
ま

っ
た
。
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１
を
商
学

研
究
科
、
11
月
15
日
か
ら
の

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
を
経
済
学
研
究

科
が
担
当
。
そ
れ
ぞ
れ
全
４

回
、
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
実
施

す
る
。

　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１
の
共
通
テ
ー

マ
は
、「
商
学
研
究
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
」。
初
回
は
、
商
学
研
究

科
長
の
鹿
住
倫
世
教
授
が
、

「
起
業
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
‥
女

性
の
起
業
に
お
け
る
課
題
と

可
能
性
」
と
題
し
て
講
演
を

行
っ
た
。

　
女
性
に
よ
る
起
業
は
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
の
５
番
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ

う
」、１
番
「
貧
困
を
な
く
そ

う
」
な
ど
の
達
成
に
深
く
寄

与
す
る
。

　
鹿
住
教
授
は
、
共
同
研
究

の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、

日
本
に
お
け
る
女
性
の
起
業

の
課
題
と
し
て
「
ジ
ェ
ン
ダ

ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
」「
ア
ン
コ
ン

シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス（
無
意
識

の
差
別
）」を
紹
介
。
支
援
機

関
や
投
資
家
の
無
理
解
ゆ
え

に
、
起
業
支

援
に
つ
い
て

女
性
側
と
ミ

ス
マ
ッ
チ
が

生
じ
て
い
る

実
態
を
指
摘

し
た
。

　
今
後
に
向

け
た
提
言
と

し
て
、
生
物

学
的
・
社
会

学
的
性
差
の
視
点
に
基
づ
い

た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要

性
や
、
当
事
者
と
し
て
の
女

性
が
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
に
加
わ
る
こ
と
の
重
要
性

な
ど
を
挙
げ
た
。
女
性
の
進

路
選
択
の
多
様
性
を
確
保
す

る
こ
と
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目

標
９
番
「
産
業
と
技
術
革
新

の
基
盤
を
つ
く
ろ
う
」
に
も

つ
な
が
る
と
の
期
待
感
を
示

し
た
。

大学院公開講座
詳細・申し込み

支
援
の
必
要
性
を
説
い
た
鹿
住
教
授

大
学
院
公
開
講
座

大
学
院
公
開
講
座  

1010
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

月
か
ら
ス
タ
ー
ト


